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発明者棚） ｜ ｜暗号｜ (3）本発明の突施の可能性及び実施上の問題点








（注）①説明内容の盆において，事項ごとに適当に幅をずらし， 1枚で不足の場合は， 2枚， 3枚と続けてください。
②（2）については，できれば国ごとに理由を書いてくださし、。
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- 9一 1051 
号外 京大広報
特許出願には費用を要し，申請手続も煩雑で
かなり高度の実務的及び専門的知識を要する等
の事情で発明者個人にとり負担となる場合も少
なくなL、。第13条に該当し，国が特許を受ける
権利を承継するもの以外の発明は，個人有に帰
属することになるのであるが，上の事情に鑑
み，本条は発明者からの任意、譲渡の申し出があ
れば，国がこれを譲り受けるものとし，その発
明の有効適切な活用を図ることにより，学術研
究の育成に資せんとするものである。
教官等による発明の場合で、あっても，その研
究活動と全く関係なくなされたものは，本条に
よる任意譲渡の対象とはならないものである。
なお，本条により国が承継することになった
権利に対しては第13条の場合と同様に発明者本
人に対して所定の手続に従って登録補償金及び
実施補償金が支払われることとなる。
（第18条関係）
本条は，特許を受ける権利の性質上当然のこ
ととして関係者に対する迅速処理及び秘密保持
の義務を課するものである。この関係者には，
発明者自身も含まれるが，守秘義務は特許出願
前の研究発表の場合など一定の条件のもとに，
新規性の喪失の例外が認められている場合には
及ばなL、。
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